
選手のみなさんからの「ゴルフボール」が

病気と闘う子ども達に役立てられます！
- ドナルド・マクドナルド・ハウス へのご協力のお願い -

現在、日本で難病や重病に苦しむ子ども達は約２０万人と言われていて、家から遠く離れ

た病院に入院しなければならない子ども達がたくさんいます。そんな子ども達にとって、

何より大切なことは、ご家族がそばにいること…。けれど、病院の近くに宿泊する場所を

探すのはとても大変なことで、お金も掛かります。ですから、看病するご家族は、病院の

床やソファで寝たり、食事も簡単なお弁当で済ませたり…。お父さんやお母さんは病気の

子どもの看病をするだけでも大変なのに、色々な不便や苦痛を我慢しているのです。

そんな病気の子ども達を勇気づけ、看病で頑張るご家族をサポートする為に、病院のお隣

に建てられているのが「ドナルド・マクドナルド・ハウス」です。

このハウスのおかげで、子ども達は病室の窓からすぐそこにご家族を感じ、ご家族もいつ

も子どものそばにいてあげられます。ほかのご家族との交流もできるので、ひとりで悩み

を抱え込まなくてすみます。

そんな「ドナルド・マクドナルド・ハウス」に対し、ゴルフダイジェスト・ジャパンジュ

ニアカップに参加してくれている選手のみなさんと、協力できる事はないかと考えました。

そこで、６年前より、選手のみなさんに「いらなくなったゴルフボール」を持ち寄って

いただき、それを「リサイクル」して、ドナルド・マクドナルド・ハウスを運営する財

団へ寄付 する…というボランティアを行っています。

「できる事」から少しずつ…ぜひ、是非みなさんで協力してください！！

※ゴルフボールは、ご不要になったもので大丈夫ですが、なるべくオンネームのない(名前や会社
名などが印字されていない) ものをお持ちください。
　周りの人にも聞いて、いらないボールがあったら、一緒に持って来てね！

　

今年は日本にハウスが誕生して１０年目を迎え、秋には８号ハウスの「ドナルド・マクドナルド・

ハウス 東大」が開設される予定です。
ハウスは、たくさんの会社や個人の方からの寄付、そしてボランティアの方々によってサポート

されています。多くの人々の優しい気持ちが、病気の子どもとそのご家族を力強く支えているの

です。

ドナルド・マクドナルド・ハウス ホームページ　http://www.dmhcj.or.jp
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ドナルド・マクドナルド・ハウスは、現在 日本に７ヶ所


